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株式会社フレスタ  パート従業員の技能チェックと早期戦力化 

 
会社概要 

フレスタは、食品スーパーマーケットを広島県

を中心に 54 店舗展開する、従業員 4,000 人の企

業です。 

 
取り組みのきっかけ・現状 

正社員の育成については、従来より積極的に取

り組みを進めてきましたが、従業員の 80％以上

を占めるパート社員の育成については、これまで

現場の店長やチーフに任せる部分が多く、会社と

して人材レベルの把握がまだ充分に出来ていな

いのではないかとの問題意識を持っていました。 
 
具体的な取り組みと活用ツール 

そこで、フレスタでは店舗の各部門のパート社

員に対して職業能力評価シートを使った技能チ

ェックを行いました。チェックにあたっては、従

業員が分かりやすいよう、職業能力評価シートの

文章を修正し、またシート名も「キャリア評価シ

ート」（別添 1 参照）に変更しました。 
キャリア評価シートの修正にあたっては、人事

で修正案を作成した上で、各部門を統括する組織

の管理職などに内容を確認し、パート社員の業務

実態とシート記載事項に齟齬が無いよう調整し

ました。 
このキャリア評価シートの結果は、チェックを

行ったチーフにより、パート従業員各自の育成課

題や、課題への取り組み方法にまで落としこまれ

る「OJT コミュニケーションシート」（別添 2 参

照）へ展開される仕組みも整備しました。 
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キャリア評価シートを起点とするパート従業員の育成の仕組み

 

この「OJT コミュニケーションシート」を使

って、チーフとパート従業員が面談を行なうこと

で、パート従業員も自分に期待されている業務や

レベルを知ることができるようになります。 
フレスタでは、キャリア評価シートの本格導入

前に、全パート従業員を対象としたトライアルチ

ェックを 2 回行いました。 
1 回目のトライアルチェックの際受けた「○△

×の区別がつけづらかった」などの指摘事項に対

しては、2 回目のトライアルチェックでは、「チ

ェック基準のガイドライン」を E-learning で展

開し理解を促すなど、スムーズなトライアルに向

けて備えました。 
チェック基準のガイドラインは、既存のキャリ

ア評価シート記載の三段階のチェック基準を、共

通能力ユニット・選択能力ユニットの記載内容の

特性に応じ、細分化したものです。 
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共通能力ユニット 評価の基準

 
 2 回目のトライアルチェック後のインタビュ

ーでは、このチェック基準のガイドラインを参考

にしながら、パート社員のチェックを行ったとチ

ーフからコメントがありました。 
 
取り組み結果 

2 回目のトライアルチェックの後、2 店舗のチ

ーフに対し、ヒアリングを行いました。 
その結果、チーフからは「パート従業員の業務

が明確になり、指導が行いやすくなった。」など

シートを今後も育成に活用していきたいという

前向きな意見が多数寄せられています。 
一方、キャリア評価シートや OJT コミュニケ

ーションシートなど整備された個々のツールに

対し、どのツールを何に活用していけば良いかが

充分理解出来ていないチーフも見受けられたの

で、今後本格導入に備え、再度新しい仕組みの説

明を行なうなど周知徹底を図っていく予定です。 
またチェック基準の捉え方については、チェッ

クガイドラインを定めた後であっても各人様々

な部分がありました。例えば、パート社員が現在

担当していない項目がある場合、そのチェックは

1 点とすべきと通知をしていましたが、「担当さ

せていないのに低い基準を適用しては可哀想

だ。」との理由で標準の 2 点を付けてしまってい

るチーフも見受けられました。このような誤解の

修正も含め、基準の解釈の目線を揃えていくこと

が今回の制度導入の鍵になると考えています。 
今回の取り組みを踏まえて、フレスタでは、パ

ート従業員の時給を育成段階に応じ決定する仕

組みを導入することを検討しています。これによ

り、パート従業員は提示された育成課題に、時給

アップという明確な目標を持って主体的に取り

組むことができます。また企業にとっては、高い

スキルを身につけたパート従業員を多数育成す

ることで、従来正社員も一部補佐していた定形業

務等をパート従業員に任せ、正社員には企画・応

用業務に特化してもらうことで、正社員のスキル

アップにも繋げることが出来るようになるので

はないかと期待されています。 
実際、キャリア評価シートに定められた項目を

知ったパート社員が、従来は担当していなかった

業務にも積極的に取り組むようになった結果、該

当部門の正社員がこれまで担当していた業務を

一部パート社員が担うようになり、正社員の業務

負担が軽くなったという現場も発生しているよ

うです。このような部門に対しては、従来時間を

取られていた定形業務等に割く時間が減った分

は、部門の効率化の施策の検討など創造的業務に

あてるように人事から指導を行い、正社員の育成

にも繋げていこうと考えています。 
 
今後の課題と方向性 

今後は、明らかとなった課題に基づき、「育成

ツール」が従業員にスムーズに定着するよう、ツ

ール活用時の留意点などをまとめた「チェック基

準のガイドライン」の修正版を作成し本導入に向

けて従業員へ周知を図る予定です。 
また、店長等の現場のマネジメントを行う者に

対しては、「チェックガイドライン」を評価者研

修などの場で実際に使用してもらう機会を設け

て、「育成ツール」定着に向けた取り組みを進め

ていくことを予定しています。 
このような取り組みを通じ、管理職や監督職に

対しては「教えながら学び、学びながら教える」
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ことの重要性の浸透を図って行きたいと考えて

います。 
平成 24 年 3 月 
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（別添 1）キャリア評価シート 

注：下記キャリア評価シートの項目・基準は本導入に向け最終調整実施中であり、今後内容確定を予定。 
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下期中
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（別添 2）OJT コミュニケーションシート 
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